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① 幼稚園／小学校低学年 ：遊びの中のエネルギー 
② 小学校中学年 ：くらしとエネルギー 
③ 小学校高学年 ：日本のエネルギー事情 
④ 中学校 ：歴史的・地球規模のエネルギー環境問題 

































































































幼稚園・小学校低学年 小学校中学年以降   ⇒  問題解決型に向けて 
 体験型学習 行動型、探求型、課題追究型 ⇒ 交流型・参加型・提案型 
 
② 自ら考え探究することを重視する 
問題をつかむ､予想する ⇒  調べる､話し合う    ⇒ 表現する､発信する 
◆十分な時間をかける ◆課題別グループで ◆提案・発信・参加行動
◆体験活動を取り入れる ◆TT 等の協力体制で ◆校内から家庭・地域へ
◆見通しをもたせる ◆中間発表による高め合いを ◆多様な方法で 


































































































































































ア 風や水はものを動かす。 ア 風や水の力を遊びに利用することができ
る。
















































































































イ 日差しが強いと困ることがある。 イ 使い終わった電池は分けて捨てなくてはならな
い。





















































































































































視  点 存  在 有  用 
身のまわりには，さまざまなエネルギーがある エネルギーは人間生活に欠かせない ものである 
基本概念 
 
               補足視点 




















   エネルギー利用の恩恵 






































エネルギーとは何 エネルギー変換と用途  電力化率の上昇 
発電の仕組みとエネルギー エネルギー量の概念（概
略） 
発電の仕組み  原子力発電の利用 
  
 
  自然エネルギーの利用 
日本におけるエネルギー利用
の歴史 
   現代と昔のエネルギー使
用量の違い 





















   省エネ技術開発や社会
的な仕組みづくり 



















  原子力発電の意義 
人類のエネルギー利用の変
遷 
   近代社会の成立とエネル
ギーの役割 




    
持続可能な社会の構築に向
けた取り組み 











   
エネルギーに関する法則と 
概念 
エネルギー概念 エネルギー効率  社会システムにおけるエ
ネルギーの役割 





 エネルギーと QOL 






















視点 有  限 有  害 保  全 




















     
低学年
     エネルギー利用によ
る弊害 
適度なエネルギーの利用 






































     
 
 








石油危機の経験     
 
 
     
 日本のエネルギー資源
自給率と確保の状況 





























 資源リサイクルの必要性 リサイクルとエネルギー    





     
 エネルギー価格の高
騰と代替燃料の開発 


















  国際貢献の意識 


























     技術と社会の改革 
 
  低炭素社会   社会への参画 
  理解と合意形成   合理的な仕組み 
 
  変化のインセンティブ 客観的な評価  国際的に主導 
 




















 存  在 
 身のまわりには，さまざまなエネルギーがある 







































































































 有  用 
 エネルギーは人間生活に欠かせないものである。 






































































































 有  限 
 人間が利用できるエネルギー資源には限りがある。 


















































































































































 有  害 
 エネルギーの不適切な利用が環境破壊を引き起こしている。 

















































































































































 校種 ２００４年度調査 ２００８年度調査
小学校 ２９．４ ５０．７ 教科で教科書の内容を充実させるか
たちでエネルギー環境教育を行って
いる学校 中学校 １７．３ ２５．２ 
小学校 ７８．４ ８７．６ 「総合的な学習の時間」に 
「環境」を扱う学校 中学校 ５２．４ ６６．０ 
小学校 １０．８ １５．１ 「総合的な学習の時間」に 




























2004 43.5 51.3 0.7 0.4  
小学校 
2008 68.9 30.6 0.0 0.5  


















2004      
小学校 
2008 12.4 60.8 20.7 4.6 1.4 













































































































































































































































○ア  前章で提案したエネルギー環境教育の考え方に基づく実践事例を積み上げる 



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































美浜中学校（第１学年）  山城中学校（第２学年） 両校の流れの特徴 






    































































































































































    



















































平成１８年度  平成１９年度 平成２０年度 







    
   オリエンテーション（１時間） 
=>エネルギー環境学習のやり方
についての説明 
































































































































































    
























































































































































































































































































































































































































































































































































































原子力 光 省エネ 地球
温暖化
電池 熱 力 水 石油







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































－２００４.１２月 １年生による INSS 見学 
講演「原子力発電とその安全性の研究」と体験学習 
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育推進会議に報告しており、本資料はその概要をとりまとめたもの。 
資料２ 平成１９年度エネルギー環境教育セミナーの結果 
 平成１９年８月に、美浜町保健福祉センター「はあとぴあ」はあとホールで実施
した教員対象のエネルギー環境教育セミナーの概要。午前は外部関係者による講
演、午後は「地域全体で取り組むエネルギー環境教育」をテーマに町内と外部の
教育関係者が参加するフォーラムとして実施された。午後の部の結果については、
筆者が、聴講した教員に対してアンケート調査を実施し、結果をとりまとめた。 
資料３ 美浜町教育委員会による実践状況の集約結果（概要） 
 美浜町教育委員会が平成２０年末に、町内の各小学校及び中学校における実践状
況（実施内容、体験実験、外部支援の活用状況及び結果の評価）を集約し学校間
での情報交換に資するため実施した結果の概要。平成２１年１月の美浜町エネル
ギー環境教育推進会議に提出された資料を筆者が整理した。 
資料４ 平成２０年度エネルギー環境教育セミナーの結果 
 平成２０年８月に、美浜町保健福祉センター「はあとぴあ」はあとホール及び美
浜町役場（分科会）で実施した教員対象のエネルギー環境教育セミナーの概要。
午前は外部関係者による講演と統一カリキュラムの単元に沿った実践セミナー、
午後は「日本一の取り組みに学ぶエネルギー環境教育」をテーマに町内と外部の
教育関係者が参加するフォーラムとして実施された。午後の部の結果については、
筆者が、聴講した教員に対してアンケート調査を実施し、結果をとりまとめた。 
資料５ 美浜中学校と山城中学校の原子力発電・放射線に関する学習計画 
 筆者が平成１８年度に両学校における実践へ協力する過程で、美浜中学校担当教
諭及び山城中学校担当教諭から受領または打ち合わせた原子力発電・放射線に関
する学習計画を整理したもの。 
資料６ 美浜町児童生徒へのアンケート調査結果（抜粋） 
 筆者が美浜町児童生徒の変容を調査するため、美浜町内の児童生徒及び福井県内
外の児童生徒を対象に実施したアンケート調査結果の一部を抜粋したもの。なお
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